





















































いる。ここには伝統産業技術の近代 を試験機関とともに諮問所 創立によって促進しようとする決蕗務省の姿勢がみられるのであって、工業に留まらず東京農林学校や商船学校、さらに蚕糸綿貫州などの創立にも関与していた。そのため、同じ職工教育が文部省 手で工業学校、山政商務省では講習所の名で行われる状態が、この明治一一
0
年代を






















































































































































































































ている。年工業部門についての学校の創設に関 ても要詰の戸が出ていたと思われ、とくに大阪工 の誕生 少なくない影響をあたえ 酒造業
界においては、この頃に専門学校合求める要望が生れていた 明治一一
に開催された一府一九県瀬造家聯合会常議員会における議案

















































































































































































































































































































































































































































































するなど、これまた東京工業学校規則と同じ様式に改めてい ことでも示されるように、当時の文部省直批判学校のうちの専門学校と同等の内絡を揃え 学校へと短期間 うちに上昇し いくのである。変化にと なう名称の変更は、翌一一一四年五月、実業学校令にも づて設立されてきた府県立その他の工業学校と
ノ学科程度ヲ異ニス
た31)故
」
東
H!. 
工
業
学
校
と
と
も
ノ文字ヲ
セシメ」ることになっ
この時期にはまた、京都大学の設肢と関連して高等学校令によった
第一一一高等学校工学部が明治一一一四年四月
自に廃止され、
る第五高等
に熊本高等工業学校となることで、専門教
に統一されていった。そして実業学校令による府県
の拡充・整備と和まって、
かつての鈴綜した状況の工業
28 
教育の制的梯は、府県立等工業学校
工科大学という体
系に整理されていくのである。視点を変えて大阪という地減をみると、ここに所在していた大阪医
は、この同じ明治一一一四年の六月に大阪府立医学校と改称している
:、
jI
カザ叫作
に公布された専門学校令により大‘阪府立高等医学
校と改称し、同時に本利に子科を設けることで、その教宵体制を拡充していく。大阪鴎業学校は文部省が立案した第到における設陸場所をめぐって神戸と争い、
には半出
四
された大阪に高等部業学校を設冒する建議案が七
O
対七
と
で
否決 ことから、
よる昇格が望めなくなり、大阪市会
の
て、陪一一一四年同月に市立大阪高等商業学校に改組・改称し
ていくのである。以上のような経過によって、大阪は設置主体の異なる
の
阪業の一一一専門学校を擁立する間関における教育の一つの中心止を再構築するまでになってきたわけである。
そのさいに、官立校の
校!大阪高等工業学校の演じた主導的役割は大きかったと評価してよかろう。
しかし、これら一一一校の創立と展開の過程がそれぞれ具ってい
たこと、
とくに商業学校の国立移管・昇格が帝問、議会において否決さ
れたこともあってか、他方で
の珂校が中之島地区で隣践し
ていたことが、
のちの一一一校の命運に決定的ともいえる影響なもたらす
ことになってくるのである。教育制度の整備において、東京に対する関西 地位の向上はつねに
要求されつキつけていくが、この開閉において第一一一高等中学校の移転が実現してから中心は京都となり 間の明治一……
0
年六月には京都帝
国大学が創立をみており、大阪と京都は東京に対抗して諸学校を分担する体制が創出されるのもこの特別のことである。そして大阪と京都との間の較設の解消にはさらに時間を必要としたことは うまでもな
し、
にあたり弐京な資料の提供や助一一一はな賜わった多くの方々
に対し、ご芳名を挙げないが、厚く感謝申しあげたい。〔注〕l
吋東京工業大学六十年ゅん』、東京工業大学、昭和一五年、一四三氏。山獄後宗阿体制制吋井上毅の教官同政策』、東ふ人出版会、一九六八年、五回一二真。
22
は商務省第七回報北口ヘ明治二
O
年
12
附一
O
図報告』明治二三年度の
各報告を見よ。3『東京工業大学六十年ゅん
h、二
O
五
J
二三寸五
O
一、一
O
六回
J
六五頁
0
4
大阪府知事山間信道「大阪工業 校設霞ノ義ニ付上山中」明治二七年六月
九日付、吋公文雑銭円明治二七年六月一一一
O
日、ニ
Al
一一一一⑧一一一一一一(資
料
ω)
。当時は大阪府知事が大阪市長を派ねていた。
5
手島精一「 ニヱ業学校ヲ設立スルノ必要ヲ論ズ」、『教育時論
h、第
二一一一五号(明治二四年一
O
月五日)、一二一氏(資料
1A)
。
6J
千鳥粉一「工業学校設陸自一関シ、持ピ設ヲ大阪市民諸詔一一得スヘ同布、
第二三七号(明治二四年一一月一五日)、一宏文(資料
lB)
。
7
無著名「大阪市-一工業学校設立ノ計阪」、ヱ人日本教育会維誌』、第一一入号(明治一一五年七月)、一一一人入賞(資料
2)
。
8
日下部一二之助「教育家の研究すべき現今の間関」、同布、第一二
O
吟(明
治二五年九月)、四九五一氏。9「大阪工業学校設怪ノ件前議栄」、悟陰女将、図書館所蔵)(資料
3)
。
ω
♂汁上毅の教育政策』、
Bi
二七八九(間学院大学
問九三氏以下参照。
注
4
に同じ。
大阪市役所総『大波市会史』第二巻(明治問四年)、二
O
六
J
一一O
七叉(資
料4A)、および吋大阪工業学校一覧、従州問治一…一
O年一会一一一一年町二
J
凶
叉(資料4B)
。
HU
吋井上殺の教育政策円五
OO
一氏。
リ円たとえば、注
5
、および無認名「大阪'開業学校新築落成移転式」、『大日
本教育会綿誌
h、第一一二号(明治二五年
)O
月)、六四九頁。
Muh
加川署名「全国酒造総合聯合大会」、可機造雑誌
h、第一一五口文明治二六年
六月一一一一日)一回頁(資料
5A)
。
なお、同誌、第四回号(明治二一一一年六月二五日)、一一一二一氏も参照のこと。政府への箭燃は全国泊逃組合だけではなく、大阪府の設記官片岡臨畑慨を介しても試みられている。然者名「絞造工科の設置に就て」、『醸造新報
h、第一七内玄関治二六年七
万一五日)、一一一回一員一(資料
5B)
。
間号の一一一五支にはまたつぎの記事が掲救されている。
「大阪工業学校新設設は問万円の白川績を以て文部省より第五好関議会
に提出すべき出なり。」
ば凶第五回帝閣議会提出可明治二七年度予算案』(資料
7)
。
げ小山健一一一「工業学校ヲ大阪ニ設程スルニ必要ナル腹自ヘ明治二六年一
二月、総桧文庫、Bー二七八七 B|二七八八(資料
6)
。
間同『第五回帝悶議会衆議院予芥委員会速記録
h、第五科第一号(明治二六年
一二月八日)一七
l
一八一氏、同第五科第二号(明治二六年一二月九日)一七
l
一一一一一一氏(資料
7)
。以下において審議状況の記述は資料によるので、とく
に頁数は掲げない。
川口『東京工業大学六
O
年先』、二
O
六{二
O
七一良。
この手応の発想を具体化したものに西村統一一一郎ら教育談話会の「実業教
育施設ニ関スル意見ヘ『教育時論町第二九六
J
七分(明治二六年七万五日
間月一五日)がある。ぬ弁上毅「大阪私立教育会総会における抑制説」、木村民同井上毅務教育卒業小史円安江 夜・有問利雄刊、明治二八年、四五
J
四八一久(資料
8)
。
幻第六回帝国議会の件については「予算案」ならびに可衆議院予算
12 11 
大阪工言語学校の倒的過程29 
速記録』を参照(資料
9)o
n
波犯に同じ。
日ω
注4に同じ
o
M
『大阪市会史』第二巻、七九五
J
七九六一良(資料
HA)
、および八六七
i
八六九支(資料日
B)
。
お「工業学校設授ニ
mm
スル建議案」ならびに縁談については吋第八回帝国
議会衆議院議事速記録』(資料口)。なお、この特別委員会の議事録はな泌「工業学校設立ノ件ヘ『第八回
arw
閣議会貴族院議事速記録』 日)。
なお、本記録は間関寺文相の論議案に添付される。注刊
ω参問問。
幻牧野伯作顕「大奴 学校創設ノ緊急ナル理由」、牧野文書二四一(日出
設館所蔵)(資料
M)
。
刊ω
西鼠オザ公認文部大臣、「工業学校創立ノ件」、町公文雑纂
ω
明治一一八年一一一
月一二日、ニ
A|
一一一一⑧三六一一(資料山)。
刊日「大阪工業学校設鐙ノ理由」、『大阪工業学校一覧円前出、一
J
一一真(資
料ぱ凶)および、第九回
aMW
民議会議出『予算案』ならびに密議については『第
九回帝国議会衆議決予算委員会迷記録』および『第九凶帝凶議会貴族設予算委員会速一記録』(資料げ
)0
ぬ「大阪工業学校創立-一関スル時間議」、可公文鮪閉山町』明治一一九年
二
Ai
一一⑧七五
O(
資料問)。
幻「大阪工業学校改称ノ件」、『公文類楽』明治一一一四年五月一一一目、二
Ai
一
一⑧九一一一(資料
ω)
。
なお、各注末尾の(資料
11ω)
の数学は、本誌五
0
ページに掲げた資料の
議号室不す。
(かまたに
ちかよし
東洋大学)
30 
ザ〈までの名が同門ん一一一ノ十日
